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鈴木 (1990）『文法 I 』では、三尾は、『話し言葉の文法』で、「ていねいさの表現からみた接続
助詞の順位Jについて、諸戯曲の中の「です体J部分をぬきだし、その内部における接続助詞
の「で・す体J形に続く頻度数を次のようにまとめていると述べている。
接続 が けれど もんで から し ので のに と （＝たら）
助詞 すから
% 94.5 86 76 73 58 28 20 7.3 6 
（前掲書252ページ）




























「どうしてですか／なぜですか J と聞かれて、理由だけを答える時には、 「～からです J









また、 「～から j 文は主観的要素の強い文だと言える。
3. 「ので」の用法




鈴木（ 1990 ）前掲書で、三尾は「です体 J に接続する頻度数が「から J は73%だったと述
べたが、 「ので」は28%と述べている。それに従って、上の2の文は何ら不自然ではないと
言えるだろう。
鈴木 (1990 ）『文法 I 』では、松下は、 「標準日本口語法」で次のように説明している
と述べている。
「ので J は「の」に「で j がついたもので、 「で j は方法格である。拘束格ではない。
1.雨が「降るの」で人出が少ない。
2. 「降雨 J で人出が少ない。
の「降るの J を名詞のごとく考え、下の「降雨 J と同様に考えれば、 「で」が、 「火事で





「「ので J の語構成はいかにと言えば、前記の松下氏の説、すなわち、 「の j に 「で」
（原因を表す格助詞）がついたもの、という考え方を、私は支持したい。」 （前掲書201
ページ）。
そして「の J は準体助詞であり、 「で j は「現代語の助詞・助動詞」で「理由・根拠・
原因・動機を表す格助詞」として述べたところのものであるとしている。
富田（ 1991 ）は、 『文法の基礎知識とその教え方』では、 「ので」は「原因・理由」を
表す。原因・理由を表す助詞には、ほかに次の項で取り上げた「から」があるが、 「ので J



















それで同じ『文法 I 』では、 「～ので」の「で J を格助詞の「で J と同ーのものとして
みた場合、 「で J の述語となるものは、自然現象、生理現象、社会現象、それに精神現象
・物理現象を表す事がらの叙述にかぎられるとしたが（題目52参照）、 「～ので」のあと
にくるものはどうだろうか。
































「～ので J は客観的なできごとを表す文に付かわれるのが普通であるが、 「～から J は命
令・意志・誘いなど話し手の意志的な態度を表す文にも使われる。
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